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研究分野： 人文学 

科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 

キーワード：ジャポニスム、モダニズム、英語俳句、演劇、アフリカン・アメリカン、リチャ

ード・ライト、プリミティヴィズム、芸術 

 
1． 研究計画の概要 

アフリカンアメリカンモダニズムとジ
ャポニスムの関係を探ることを目的と
する。主軸となる計画としては、1. ホ
ット・ミカドやスイング・ミカドなど
のアフリカ系ジャポニスム演劇の調査
をし、その成果を発表する。2.モダニ
ズムとジャポニスムを俳句芸術を軸に
結び付け、論文発表をする、ことの二
点があげられるが、芸術とのかかわり
も調査する予定である。 

 
2． 研究の進捗状況 

１については調査はある程度終わった。
2009 年度にはホットミカドの上演もロ
ンドンで見ることができ、資料も集め
た。論文作成にはもう少し時間を要す
る。2 についてはほぼ終了。成果は日本
の学術誌およびアメリカの学術書籍に
発表。論文はすでに 2011 年 3 月と 2011
年 5月に刊行されたが、もう一本来年度
に米国で刊行される予定である。また
芸術とのかかわりでは、牧野義雄や
Kara Walkerなど、また1970年代の映画
におけるカンフーなどアジア要素、ウ
ィニーフレッド・イートンの自伝小説
について調べることで、ジャポニスム
とモダニズムの関係を探った。 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
研究の進捗状況に記載した通り、研究計
画予定通りの進行であり、現在 70 パー
セント程度達成したと判断できるため。 

 

４．今後の研究の推進方策 
  研究年度末までに演劇論を仕上げたい
と思っている。ただし、研究過程において
芸術や日本人作家とのかかわりの重要性も
見えてきたので、そちらの研究も進めてい
くつもりである。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線） 
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